
■安城市民博覧会
『 記念カード』展
　市民の皆さんが市民博で作っ
た記念カードを展示します。
とき�１２月３日�正午～１５日�
午後５時　ところ�三河安城物
産コーナー（新幹線三河安城駅
構内）　入場料�無料　問い合
わせ�美術教室わかいめ会（住
吉町／�〈９８〉０８０２）

■第２９回三河・名古屋
形象派カルトン画展

とき�１２月５日�～８日�午前
９時３０分～午後６時（８日は午
後４時３０分まで）　ところ�文
化センター　入場料�無料　そ
の他�８日の午後１時３０分から
３時まで実習体験コーナーを開
設　問い合わせ�田中直代さん
（今本町／�〈９８〉５０１４）

■ふれあい
ダンスパーティ－

　収益金の一部を安城善意銀行
に預託します。
とき�１２月８日�午後１時３０分
～４時　ところ�中部公民館　
参加費�５００円　問い合わせ�
石川ただしさん（池浦町／�０９０
〈６３３８〉３７３９）

■オーガニックの
生チョコクッキング

　安城学園土曜講座で、フェア
トレードチョコを使った、ケー
キ作りなどを行います。
とき�１２月１４日�午前１０時～正
午　ところ�安城学園高校　参
加費�学生６００円、一般９００円　
問い合わせ�ぎたんじゃり（今
池町／�〈９８〉２６９９）または同高
校土曜講座係（小堤町／�〈７６〉
５１０５）

■市民クリスマス
ダンスパーティー

　収益金の一部を安城善意銀行
に預託します。
とき�１２月１５日�午後１時３０分
～４時３０分　ところ�総合福祉
センター　参加費�前売券８００
円、当日券１０００円　その他�

クリスマスプレゼントあり　申
し込み・問い合わせ�山本幹雄
さん（大岡町／�〈７６〉５５１０）へ

■第５回愛知学泉大学
オーケストラ定期演奏会

　クリスマスチャリティーコン
サートで楽しいひとときを。
とき�１２月２３日�午後３時～５
時　ところ�市民会館　入場料
�前売券１５００円、当日券１８００円
申し込み・問い合わせ�同会館
（�〈７５〉１１５１）または愛知学泉
大学国際交流室（�０５６５〈３５〉１３
１６）へ

■ハッピーダンスクラブ
とき�毎週日曜日　初級／午前
９時～１０時３０分、中・上級／午
前１０時３０分～正午　ところ�二
本木公民館　会費�月額３５００円
問い合わせ�増田ふじゑさん
（篠目町／�〈７６〉４５６４）

■サムシングブルー
　季節の花を使ってアレンジし
てみませんか。
とき�毎月第２水曜日午前１０時
３０分～正午　ところ�文化セン
ター　会費�無料（ただし花代
として３５００円）　申し込み・問
い合わせ�池田育美さん（名古
屋市／�０９０〈１０９３〉６１０３）へ

■碧海・幡豆ウオーキング
協会

　安城市を含めた碧海・幡豆地
域を対象に、自然と郷土を愛し、
楽しく歩くことを目的としてい
ます。月１回以上の例会を開催。
会費�年額２０００円、入会金５００
円、傷害保険年額５００円　申し
込み・問い合わせ�西川阿羅漢
さん（今池町／�〈９８〉７６５２）へ

■安城市民吹奏楽団
とき�毎週水・金曜日午後７時
～９時３０分、火曜日午前１０時～
正午　ところ�青少年の家　会
費�一般・大学生月額１５００円、
高校生月額１０００円　申し込み・
問い合わせ�フォトボックス内
大石敦子さん（東栄町／�〈９８〉
８８８３）へ

　結成は平成３年。市内で陶芸を行っている自主グル
ープの中では最も古く、今年で１１年目を迎えるのがこ
の「祥陶会」です。メンバーは２８人で土曜日の午前９
時から午後４時まで安祥公民館で活動しています。
　「趣味がなくて、何かやってみようと始めたのがき
っかけです。想像以上に楽しくて、もっと早く始めれ
ばよかった」「生け花をやっていて、器も自分で作って
みたくなったんです」「大人が無邪気に粘土遊びをして
るようなものですよ」と、きっかけや魅力は十人十色。
作るものもさまざまで、トイレの手洗い用の器、めだ
かを飼う鉢、小さな花挿し、食卓に並べる食器など、
一人ひとり形も大きさも違います。また集中力を必要
とするため、製作中は個人の時間が多くなります。し
かし、休憩の時などいったん個々の作業から離れると、
和気あいあいとした空気に包まれ、指導を行う待田和
　　　　　　　　　　　　　宏さんを囲んで活発な意
　　　　　　　　　　　　　見交換が行われることも
　　　　　　　　　　　　　あります。そのためメン
　　　　　　　　　　　　　バー間の結束力が非常に
　　　　　　　　　　　　　強くなり、自然と会が長
　　　　　　　　　　　　　く続くことにつながって
　　　　　　　　　　　　　いるそうです。
　　　　　　　　　　　　　　そして、陶芸の最大の
山場は、窯で焼く作業。当然そこには幾多の悲喜こも
ごもが。「窯から取り出した自分の作品を見て、思わず
壊してしまいたくなるようなときも。でも、うまくい
ったときは本当に感動しますよ。その直前のワクワク
ドキドキする感覚も陶芸の魅力なのかもしれないです
ね」とメンバーは話してくれました。
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代表◆石川きり子さん（新田町）�
　　　　〈74〉5497

本紙１１月１日号１４ぺージ掲載の、『香道の会』代表野村久美子さんの電話番号
は〈７５〉０２６３の誤りでした。お詫びして訂正します。


